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会社概要

企業のデジタル・トランスフォーメーションを実現するため、お客様の環境に合わせて

クラウド＆セキュリティ、超高速開発等、ITに関するサービスを提供

社 名 ： ＪＢＣＣホールディングス株式会社
 [東証プライム市場 情報・通信業 9889]

設 立 ： 1964年4月1日

資 本 金 ： 47億13百万円

従業員数 ： 1,999名 [有期社員を含む連結]

事業会社 ： 8社 （国内 48拠点、海外 4拠点）

※202５年10月1日現在

全国展開 運用・保守 サービス

上海・広州・大連 バンコク開発支援 コーポレート・
ファンクション

九州地区中部地区

0.9%

1.8% 2.0% 2.2%

3.3%
3.7%

4.2% 4.3%

5.5%

6.5%
6.8%

9.0%

11.0%

14.3 15.3 16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 27.3

選択と集中 次なる成長分野へ注力事業の強化

Innovate 2016
成長基盤/独自性の模索

Transform 2020
7つの成長領域を選択

HARMONIZE 2023
4つの注力事業へ選択・集中

CHALLENGE 2026
3つの注力事業領域に洗練・集約

イグアス株式譲渡
（ディストリビューション事業）

2017年6月

アイ・ラーニング株式譲渡
（人材育成サービス）

2021年3月

■ 売上高（特需分） ■ 売上高（特需除く） - - 営業利益率（特需除く）

目標営業利益率

11%以上

（予想） （目標）

＜事業構造変革の歩み＞

期
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 注 力 事 業 が 成 長 を 牽 引 し 、 収 益 性 向 上 に 寄 与

 3 Q 累 計 期 間 は 増 収 増 益 で 計 画 を 上 回 る 進 捗 、 通 期 業 績 予 想 を 上 方 修 正

 中 期 経 営 計 画 （ 2 0 2 7 年 3 月 期 ） の 目 標 を 上 方 修 正

売上高 営業利益 営業利益率

9.6％

YoY 0.6pts

注力事業
売上高 (内数）

564億円

YoY 7.8％

54億円

YoY 15.5％

244億円

YoY 35.2％

2 0 2 ６ 年 3 月 期 第 ３ 四 半 期 エ グ ゼ ク テ ィ ブ サ マ リ ー

業績及びトピックスハイライト

2 0 2 6 年 3 月 期 第 ３ 四 半 期 累 計 期 間 業 績
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2 0 2 ６ 年 3 月 期 第 ３ 四 半 期 エ グ ゼ ク テ ィ ブ サ マ リ ー

四半期業績と成長を牽引する注力事業の業績推移

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024.3 2025.3 2026.3

9.6%

7,674 
10,681 

5,406 

7,162 4,960 

6,548 

34,353 

32,079 

52,393 

56,470 

25.3期

3Q累計期間

25.3期

3Q累計期間

クラウド セキュリティ 超高速開発 その他

（百万円：左軸）

（百万円）

四 半 期 売 上 高 と 営 業 利 益 の 推 移

34％ 43％

■ 売 上 高 ■ 営 業 利 益  営 業 利 益 率

YoY

１４.７％

（百万円：右軸）

売 上 高 に お け る 注 力 事 業 比 率
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2 0 2 ６ 年 3 月 期 第 ３ 四 半 期 エ グ ゼ ク テ ィ ブ サ マ リ ー

今期の業績予想上方修正と中期経営計画における目標業績上方修正

今期の業績予想を上方修正

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

期初予想 修正予想

71,500

6,800

6,900

4,800

76,000

7,300

7,500

5,250

（ 6.3%）

（ 7.4%）

（ 8.7%）

（ 9.4%）

増 減 率

売上高

795億円以上

営業利益率

11％以上

ROE

20％以上

配当性向

45％以上

機動的な
自己株式取得

株主還元の拡充

持続的な企業価値向上

2 0 2 7年3月期 売上高目標

745億円以上から795億円以上へ

中 期 経 営 計 画 の 目 標 業 績 を 上 方 修 正
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＊：再掲

２０２6年３月期 第３四半期決算説明資料

エグゼクティブサマリー

・ 業績及びトピックスハイライト
・ 四半期業績と成長を牽引する注力事業の業績推移
・ 今期の業績予想上方修正と

 中期経営計画における目標業績上方修正

1．連結業績概況 P.7

・ 2026年3月期 第3四半期業績概況
・ 2026年3月期 通期業績予想に対する進捗率
・ 四半期別業績推移
・ 2026年3月期 第３四半期累計期間 － セグメント別
・ 2026年3月期 第３四半期単体期間 － セグメント別
・ 2026年3月期 第３四半期累計期間 売上高前年同期比増減要因
・ 2026年3月期 通期業績予想 （2026.01.30上方修正）

2．事業セグメント別業績 P.15

・ 事業セグメントの概要
・ 事業セグメントの業績予想 （2026.01.30上方修正）

・ サービス事業 － 業績概況
・ サービス事業 － 四半期別推移
・ 注力事業「クラウド」 － 中期経営計画に対する進捗
・ 注力事業「クラウド」 － 売上高四半期別推移
・ 注力事業「クラウド」 － 月額受注高四半期別推移
・ 注力事業「クラウド」 － Topics
・ 注力事業「セキュリティ」 － 中期経営計画に対する進捗
・ 注力事業「セキュリティ」 － 売上高四半期別推移
・ 注力事業「セキュリティ」 － 月額受注高四半期別推移
・ 注力事業「セキュリティ」 － Topics

・ システム開発事業 － 業績概況
・ システム開発事業 － 四半期別推移
・ 注力事業「超高速開発」 － 中期経営計画に対する進捗
・ 注力事業「超高速開発」 － 売上高四半期別推移
・ 注力事業「超高速開発」 － Topics
・ システム事業 － 業績概況
・ システム事業 － 四半期別推移
・ 製品開発製造事業 － 業績概況
・ 製品開発製造事業 － 四半期別推移

3．中期経営計画進捗状況 CHALLENGE 2026 P.37

・ 中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 目標 （2026.01.30上方修正）

・ 中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 全体像＊
・ 売上高に占めるストックビジネス割合の進捗
・ 生成AIによるCHALLENGE ー 生産性向上 × 新たな価値創造 ー＊
・ J-AInnovation 全社横断でAXを推進
・ 当社の成長戦略に貢献 － AI活用によるケイパビリティ向上
・ 人材戦略の進捗＊
・ ＪＢＣＣグループ財務戦略の基本方針＊
・ 中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 におけるキャピタルアロケーション＊

4．株主還元 P.47

・ 1株当たり配当金の推移＊
・ 2026年3月期 成長投資と株主還元＊

5．ニュースリリース P.50

Appendix. P.53
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1．連結業績概況

２０２6年３月期 第３四半期決算説明資料
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2026年3月期 第3四半期業績概況

 第 3 四 半 期 累 計 期 間 で 4 期 連 続 増 収 増 益

 営 業 利 益 2 桁 成 長 、 5 期 連 続 増 益 ・ 過 去 最 高 益 更 新

２5.３期
3Q累計期間

２６.３期
３Q累計期間

２5.3期
3Q単体期間

２6.３期
3Q単体期間

実績 実績 前年同期比 実績 実績 前年同期比

売上高 ５２,３９３ ５６,４７０ ７.８% 16,571 19,008 14.7%

営業利益 ４,７０6
（９.０%）

5,434
(９.６%)

１5.5%
( ０.6pts)

1,524
(9.2%)

1,829
(9.6%)

20.0%
( 0.4pts)

経常利益 ４,８８７
（９.３%）

5,625
(10.0%)

１5.1%
( ０.6pts)

1,565
(9.4%)

1,875
(9.9%)

19.8%
( 0.4pts)

親会社株主に帰属する
四半期純利益

３,３７３
（６.４%）

3,809
(6.７%)

12.9%
( ０.3pts)

1,066
(6.4%)

1,303
(6.9%)

22.3%
( 0.4pts)

（）内は利益率を示します。
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1,260 

1,888 

1,783 

4,227 

6,011 

18,361 

1,245 

1,861 

1,821 

4,141 

5,963 

19,100 

1,303 

1,875 

1,829 

4,244 

6,073 

19,008 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当期純利益

経常利益

営業利益

販売管理費

売上総利益

売上高

81.5%

79.4%

通期業績予想

71,500

6,800

6,900

4,800

1Q

７７.０%

７５.８%

23,450

16,650

（単位：百万円）

2Q

 売 上 ・ 利 益 の 全 指 標 で計画を上回る好業績

 4 Q以降も好調を維持す る 見 込 み で あ り 、通期業績予想を上方修正す る

2026年3月期 通期業績予想に対する進捗率

３Q

▲
75%

3Q累計期間計画値

７9.０%

進捗率

７9.9%

通期業績予想については後述

（期初予想）
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2022.3 2023.3 2024.3 2025.3 2026.3

売上高 13,687 13,883 13,710 14,653 13,874 15,015 14,045 15,209 16,359 16,611 16,309 15,913 18,118 17,703 16,571 17,475 18,361 19,100 19,008

売上総利益 4,199 4,228 4,293 4,284 4,415 4,497 4,475 4,622 4,816 4,917 5,002 4,645 5,059 5,318 5,096 5,497 6,011 5,963 6,073

販管費 3,391 3,367 3,565 3,596 3,409 3,454 3,564 3,818 3,676 3,774 3,822 3,683 3,522 3,672 3,572 4,049 4,227 4,141 4,244

営業利益 807 861 727 687 1,005 1,043 911 804 1,139 1,142 1,179 961 1,536 1,645 1,524 1,448 1,783 1,821 1,829

売上総利益率 30.7% 30.5% 31.3% 29.2% 31.8% 30.0% 31.9% 30.4% 29.4% 29.6% 30.7% 29.2% 27.9% 30.0% 30.8% 31.5% 32.7% 31.2% 31.9%

販管費率 24.8% 24.3% 26.0% 24.5% 24.6% 23.0% 25.4% 25.1% 22.5% 22.7% 23.4% 23.1% 19.4% 20.7% 21.6% 23.2% 23.0% 21.7% 22.3%

営業利益率 5.9% 6.2% 5.3% 4.7% 7.2% 6.9% 6.5% 5.3% 7.0% 6.9% 7.2% 6.0% 8.5% 9.3% 9.2% 8.3% 9.7% 9.5% 9.6%

9.6%

-5%

5%

     0

 5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

HARMONIZE 2023 CHALLENGE 2026

四半期別業績推移

営業利益率

（百万円）
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2026年3月期 第３四半期累計期間  －  セグメント別

事業セグメント

２０２６年３月期 第３四半期累計

売上高 売上総利益 売上総利益率

前年同期比 前年同期比 前年同期比

情報ソリューション ５4,828 7．6% １７,171 １7.９% ３１.3% ２.7pts

SI １４,434 １６.1% ５,455 52.3% 37.８% ９.0pts

サービス ３2,199 1２.9% ９,９62 １２.７% 30.9% ０.0pts

システム ８,１９４ １８.０% １,７５３ １８.１% 2１.４% ０.０pts

製品開発製造 1,６４１ 1３.７% ８７６ ３.８% ５３.４% ９.７pts

合計 ５６,４７０ ７.８% １８,０４８ １６.６% 3２.０% ２.４pts

（百万円）

（各事業分野に含む注力事業）

（クラウド、セキュリティ）

（超高速開発）

超高速開発の正常化に加え、従来型開発も堅調に推移、大幅増収増益

注力事業のクラウド・セキュリティが市場成長を大きく上回り、業績を牽引

S I

サービス
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2026年3月期 第３四半期単体期間  －  セグメント別

事業セグメント

２０２６年３月期 第３四半期単体

売上高 売上総利益 売上総利益率

前年同期比 前年同期比 前年同期比

情報ソリューション １８,４８７ １５．０% ５,７６６ ２０.１% ３１.２% １.３pts

SI ４,９８３ ２２.２% １,９０９ ４２.０% 3８.３% ５.３pts

サービス １１,1４４ 1５.５% ３,３２０ １３.１% ２９.８% ０.６pts

システム ２,３５８ ０.６% 537 3.2% 22.8% ０.6pts

製品開発製造 52１ ３.9% 306 ３.7% ５8.8% 0.1pts

合計 19,008 14.7% 6,０73 １9.2% 31.9% 1.2pts

（百万円）

（各事業分野に含む注力事業）

（クラウド、セキュリティ）

（超高速開発）

超高速開発の正常化に加え、従来型開発も堅調に推移、大幅増収増益

注力事業のクラウド・セキュリティが市場成長を大きく上回り、業績を牽引

S I

サービス
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＋1,587
＋725

△308

＋3,007

＋1,756

△1,092

△1,797
＋197

25.3 3Q
累計期間
実績

超高速開発 従来型開発 その他 クラウド セキュリティ その他 システム 製品開発製造 26.3 3Q
累計期間
実績

48,000

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

増加
減少
合計

2026年3月期 第３四半期累計期間 売上高前年同期比増減要因

システム開発 サービス システム

情報ソリューション

製品開発製造

（単位：百万円）

 注 力 3事 業 「超高速開発 」 「クラウド 」 「セキュリティ 」 が売上成長を牽引

52,393

56,470 

YoY

4,076百万円

7.8%
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（百万円）

25.3期

通期実績 期初予想 修正予想 修正増減 修正増減％
修正予想
前期比

売上高 69,868 71,500 76,000 4,500 6.3% 8.8%

営業利益 6,155
(8.8%)

6,800
（9.5%）

7,300
（9.6%）

500 7.4% 18.6%
（ 0.8pts）

経常利益 6,314
(9.0%)

6,900
（9.7%）

7,500
（9.9%）

600 8.7% 18.8%
（ 0.８pts）

親会社に帰属する
当期純利益

4,603
(6.6%)

4,800
（6.7%）

5,250
（6.9%）

450 9.4% 14.1%
（ 0.3pts）

2026年3月期 通期業績予想  （ 2 0 2 6 . 0 1 . 3 0 上 方 修 正 ）

（）内は利益率

 3 Q ま で の 好 調 を 4 Q 以 降 も 維 持 す る見 込 み で あ り 、 売 上 ・ 利 益 共 に 通 期 業 績 予 想 を 上 方 修 正

 

26.3期 26.3期
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2．事業セグメント別業績

２０２6年３月期 第３四半期決算説明資料
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事業セグメントの概要

57%

25%

3%
15%

事業セグメント別
売上高構成比

＊2026年3月期通期予想

ストックビジネス

クラウド、セキュリティ、監視、保守、ヘルプデ

スクサービス、 PCやタブレット機器のLCM等

フロービジネス

クラウド、セキュリティに付随する構築・移行、

オンプレミス環境の構築・移行サービス等

サーバ、ネットワーク機器等のハードウェア、およびソフトウェア・ライセ

ンスの販売 

当社グループ独自のソフトウェア／クラウドサービスの開発やプリ

ンター等情報機器の開発・製造

システム開発サービス

製品開発製造システム

ITインフラに関する多種多様なサービスを展開 一次請け（プライム）に特化し、基幹業務システムを上流から運用まで提供

超高速開発

独自開発手法「JBアジャイル」とローコード開発を

組み合わせて高品質・短納期を実現

レガシーマイグレーション

メインフレームからオフコンへ移行する「モダナイ

ゼーション」

ヘルスケア

電子カルテを中心とする病院情報システムの導入

注力事業： クラウド ・ セキュリティ 注力事業： 超高速開発 
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事業セグメントの業績予想  （ 2 0 2 6 . 0 1 . 3 0 上 方 修 正 ）

売上総利益率 38.0% 売上総利益率 31.2% 

売上総利益率 20.8% 売上総利益率 53.3% 

システム開発サービス

製品開発製造システム

26,000 
27,648 

32,719 

38,647 

43,240 

22.3 23.3 24.3 25.3 2６.3予想

修正前
41,557

（＋1,683）
▼

14,638 
16,666 

17,921 17,086 
19,160 

22.3 23.3 24.3 25.3 2６.3予想

修正前
17,629

（＋1,531）
▼

13,281 
11,826 12,581 12,161 11,440 

22.3 23.3 24.3 25.3 2６.3予想

2,015 2,004 1,973 1,972 2,160 

22.3 23.3 24.3 25.3 2６.3予想

修正前
10,284

（＋1,156）
▼ 修正前

2,029
（＋131）

▼
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サービス事業  －  業績概況

 注力事業のクラウド・セキュリティが業績成長を力強く牽引

• ク ラ ウ ド ・ セ キ ュ リ テ ィ 共 に 市 場 を 大 幅 に 上 回 る 成 長

• 付 随 す る 構 築 サ ー ビ ス も 堅 調 に 推 移

6,243 6,716 7,723 
9,500 10,248 

6,725 6,693 
8,207 

9,381 
10,806 6,432 6,965 

8,439 

9,645 

11,144 

6,598 
7,272 

8,349 

10,120 

26,000 
27,648 

32,719 

38,647 

43,240 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

1,959 2,069 2,167 
2,746 3,221 

2,053 2,038 2,362 

3,156 
3,420 2,009 2,072 

2,471 

2,935 

3,320 

2,017 2,211 

2,605 

3,098 

8,040 
8,392 

9,608 

11,937 

13,510 

31.0%

30.3%

28.7%

31.0%

30.9%30.9%

30.4%
29.4%

30.9%

31.2%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

(通期予想)

(通期予想)

■ 1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q

ハイライト

売 上 高 （ 百 万 円 ） 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ）

■ 1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q 売上総利益率  ３Q累計   通期 

(通期予想)

※2026年3月期の通期業績予想値は、2026年1月30日に上方修正開示した値です。

3Q累計期間

９,９６２ 百万円

 YoY １２.７%

 進捗率  ７３.７％ 

3Q累計期間

３２,１９９ 百万円

 YoY 1２.９%

 進捗率  ７４.５％ 

サービス
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サービス事業  －  四半期別推移

 

売 上 高 ・ 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ） ■ 売上高 ■ 売上総利益   売上総利益率（％）

6,243 

6,725 
6,432 6,598 6,716 6,693 

6,965 
7,272 

7,723 

8,207 
8,439 8,349 

9,500 9,381 
9,645 

10,120 10,248 

10,806 
11,144 

1,959 2,053 2,009 2,017 2,069 2,038 2,072 2,211 2,167 
2,362 2,471 2,605 2,746 

3,156 
2,935 3,098 3,221 

3,420 3,320 

31.4% 30.5% 31.2% 30.6% 30.8% 30.5% 29.7% 30.4%
28.1% 28.8% 29.3%

31.2%
28.9%

33.6%

30.4% 30.6% 31.4% 31.7% 29.8%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

サービス

売上高

YoY  １５.５%

QoQ ３.１％

売上総利益

YoY １３.１%

QoQ ２.９％
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注力事業 クラウド  －  中期経営計画に対する進捗

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

業績評価指標

（売上高 180億円）
7,275 

10,716 

14,240 

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期

10,681
3Q実績

通期予想

5,203
3Q実績

CAGR 36％
24.3期  27.3期

継 続 成 長 を 実 現 す る た め の K P I に 対 し て オ ン プ ラ ン
で 堅 調 に 成 長

■ クラウド売上高（百万円）

事業概要

7,674
3Q実績

企業DXに不可欠なクラウドサービ

スをお客様が最大限に活用できる

よう、サービス選定から導入後の運

用に至るまで“伴走”し、お客様の事

業価値向上に貢献

● クラウドサービスの特徴

中計進捗

2026年3月期
3Q実績

CAGR 43％

C H A L L E N G E  2 0 2 6

サービス

売上総利益率

0.3pts

24.3期  27.3期 3Q

24.3期 3Ｑ  27.3期 3Q

売上総利益率

＋1pts／年
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クラウド  －  売上高四半期別推移

658 
738 

840 
933 

1,061 
1,188 

1,264 
1,391 

1,555 

1,736 

1,911 

2,071 

2,309 

2,522 

2,841 

3,042 

3,223 

3,518 

3,939 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売上高

YoY  3８.６%

QoQ 12.0％

注力事業 サービス

売 上 高 （ 百 万 円 ）
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90 122 158 190 222 260 297 
340 

389 
454 

519 
582 

651 
740 

842 
922 

992 
1,093 

1,207 

31 
36 

31 
32 

38 
36 

43 
48 

65 

64 

63 

69 

89 

101 

80 

70 

101 

113 

94 

122 
158 

190 
222 

260 
297 

340 
389 

454 

519 

582 

651 

740 

842 

922 

992 

1,093 

1,207 

1,301 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

月額受注高累計

YoY ４１.１%

新規の月額受注高

YoY １８.０%

クラウド  －  月額受注高四半期別推移注力事業 サービス

新規の受注は、
最短翌月～最長6か月で
売上高に寄与

月 額 受 注 高 （ 百 万 円 ／ 月 ） ■ 新規の月額受注高 ※解約分を差し引いた純増分 ■ 既存の月額受注高
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クラウド  －  Topics

外部からの評価

「マイクロソフト ジャパン パートナー オブ ザ イヤー 2025」 において

Microsoft Azure 関連の Secure Migration and Modernization アワードを受賞

顧客ビジネスを加速させる安全なクラウド移行を評価、5年連続受賞

【ＪＢＣＣの Azure 移行への評価】

• オンプレミスからクラウドへの単なる「リフト＆シフト」ではなく、セキュリティを強化した安全なインフ

ラ、運用最適化、将来に備えたイノベーションを統合した持続可能な変革モデルへの移行を実現

• VMware のライセンス価格改定によるクラウド移行需要をいち早くとらえ、効果的な移行プログラム

の提供だけでなく、移行後のサポートも実施、ライセンスや運用ガバナンスといった顧客課題を解決

• マイクロソフトのテクノロジーへの深い理解と、日本マイクロソフトとの協働により、日本の中堅・大手

企業にマッチしたクラウド移行の提案を推進

こうしたお客様目線に立った総合的な取り組みが評価され、今回の受賞になりました。

詳細は弊社HPをご参照ください。https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/25/150000.html

注力事業 サービス

（出典： 当社プレスリリース（2025年11月25日）より一部抜粋）

https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/25/150000.html
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5,511 

7,464 

9,601 

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期

セキュリティ  －  中期経営計画に対する進捗

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

業績評価指標

（売上高 120億円）

3Q実績

通期予想

3Q実績

CAGR 30％
24.3期  27.3期

継 続 成 長 を 実 現 す る た め の K P I に 対 し て オ ン プ ラ ン
で 堅 調 に 成 長

■ セキュリティ売上高（百万円）

事業概要

3Q実績

● セキュリティサービスの特徴

中計進捗

2026年3月期
3Q実績

CAGR 34％

売上総利益率 

1.７pts

お客様のセキュリティリスクや課題を可

視化し、ゼロトラストセキュティなど、企

業を取り巻く環境の変化に対応した最

適なセキュリティ対策を提案。常時監視

や一次対応を実施しているSOC＊と、お

客様環境を熟知したセキュリティエンジ

ニアが連携し、高度な分析・対応を実施。

＊ Security Operation Center
7,162

3,966

5,406

注力事業 サービス

24.3期  27.3期 3Q

24.3期 3Ｑ  27.3期 3Q

売上総利益率

＋1pts／年

C H A L L E N G E  2 0 2 6



Copyright (c) 2026 JBCC Holdings Inc. 25ＪＢＣＣホールディングス株式会社 東証プライム市場 証券コード：9889（情報・通信業）

570 
634 

709 
787 

840 
916 

996 

1,121 

1,208 

1,328 

1,429 

1,545 

1,663 

1,808 

1,934 

2,058 

2,203 

2,384 

2,575 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売上高

YoY  3３.２%

QoQ 8.0%

セキュリティ  －  売上高四半期別推移注力事業 サービス

売 上 高 （ 百 万 円 ）
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894

941

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

月額受注高累計

YoY ２９.２%

新規の月額受注高

YoY ８.２%

新規の受注は、
最短翌月～最長6か月で
売上高に寄与

セキュリティ  －  月額受注高四半期別推移注力事業 サービス

月 額 受 注 高 （ 百 万 円 ／ 月 ） ■ 新規の月額受注高 ※解約分を差し引いた純増分 ■ 既存の月額受注高
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パロアルトネットワークス社の Commercial Market Acceleration Partner of the Year を2年連続受賞

さらに西日本エリア（静岡以西）での販売実績評価、JAPAN Western Partner of the Year も獲得し、ダブル受賞 

ＪＢＣＣは、世界的なサイバーセキュリティのリーダー企業であるパロアルトネットワークス製品を中心としたセキュリティ

サービスを取り揃え、エンドポイントからネットワーク/サーバー等、マルチクラウド環境に対応したマネージドサービスを提

供しています。

ＪＢＣＣが日本の中堅企業を中心に、最適なマネージドサービスの提供と顧客のニーズに応じた提案を着実に実施してき

た点、またその販売実績が評価され、JAPAN Commercial Market Acceleration Partner of the Year に2年

連続で受賞しました。さらに、西日本エリア（静岡以西）において多くの案件を創出し、案件数・売上の両面で際立った成果

を収めたことが高く評価され、JAPAN Western Partner of the Yearも受賞しました。

外部からの評価

詳細は弊社HPをご参照ください。https://www.jbcchd.co.jp/news/2026/01/23/150000.html

セキュリティ  －  Topics注力事業 サービス

（出典： 当社プレスリリース（2026年1月23日）より一部抜粋）

https://www.jbcchd.co.jp/news/2026/01/23/150000.html
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 超高速開発が正常化し順調に進捗、従来型開発も安定して進捗し、大幅増収増益

• 超 高 速 開 発 は 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト が 順 調 に 進 捗

• 従 来 型 開 発 （ 主 に メ イ ン フ レ ー ム 等 か ら の 移 行 プ ロ ジ ェ ク ト ） も 安 定 し て 進 捗

3,680 3,908 4,508 3,941 
4,900 

3,289 
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4,329 
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19,160 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3
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1,192 
1,386 1,544 

1,197 

1,595 
1,313 

1,499 
1,566 

1,344 

1,909 

1,351 

1,404 
1,256 

1,694 

5,041 

5,755 5,876 

5,276 

7,280 

34.1%

35.3%
33.8%

28.8%

37.8%

34.4%

34.5%
32.8%

30.9%

38.0%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

(通期予想)

(通期予想)

■ 1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q

ハイライト

売 上 高 （ 百 万 円 ） 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ）

■ 1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q 売上総利益率  ３Q累計   通期 

(通期予想)

※2026年3月期の通期業績予想値は、2026年1月30日に上方修正開示した値です。

3Q累計期間

５,４５５ 百万円

 YoY ５２.３%

 進捗率  ７４.９％ 

3Q累計期間

14,434 百万円

 YoY 16.1%

 進捗率  ７５.３％ 

システム開発事業  －  業績概況 システム開発
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33.0%

36.4%

39.8%

35.1%

38.3%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売 上 高 ・ 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ） ■ 売上高 ■ 売上総利益   売上総利益率（％）

売上高

YoY  22.2%

QoQ   9.5％

売上総利益

YoY  42.0%

QoQ 19.7％

システム開発事業  －  四半期別推移 システム開発
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7,784 

7,005 

8,583 

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期

超高速開発  －  中期経営計画に対する進捗

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

業績評価指標

3Q実績

通期予想

3Q実績

 収 益 性 は 大 幅 に 改 善 し て お り 目 標 達 成 目 前

 超 高 速 開 発 比 率 は 他 開 発 の 好 調 さ が あ り ビ ハ イ ン ド 、 進
行 中 プ ロ ジ ェ ク ト の 完 遂 に 集 中

■ 超高速開発売上高（百万円）

事業概要

3Q実績

売上総利益率
● 「JBアジャイル」開発フレーム

中計進捗

2026年3月期
3Q実績

9.8pts

売上総利益率

お客様の真の要件をあぶり出し、

どこよりも高品質なシステムを

どこよりも速く提供。

長年のシステム開発の実績を基

に、独自の開発手法である「JB

アジャイル」を確立し、基幹シス

テムにアジャイル開発を適用。
6,548

5,991

4,960

超高速開発比率

75%

10pts
24.3期  27.3期24.3期  27.3期 3Q

超高速開発比率

58％

注力事業 システム開発

C H A L L E N G E  2 0 2 6
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 超 高 速 開 発 は プ ロ ジ ェ ク ト 運 営 の 安 定 化 が 進 み 、 4 Q か ら 新 規 受 注 を 再 開

 J B ア ジ ャ イ ル へ の A I 駆 動 開 発 の 組 み 込 み を 進 め 、 開 発 生 産 性 の 向 上 を 目 指 す

ハイライト

1,297 
1,418 

1,559 1,564 

1,844 1,768 
1,910 

1,801 1,832 

2,095 2,064 

1,792 

1,483 

1,992 

1,484 

2,045 

2,330 

1,998 
2,218 

1,219 
1,195 

1,228 1,198 959 

1,270 

1,451 

1,191 
1,258 

1,373 1,357 

1,303 

1,155 

1,390 

1,482 

1,673 
1,575 

1,506 

1,672 
1,163 

675 

1,061 1,055 
1,105 

1,021 

1,004 1,337 
1,417 1,107 1,159 

1,158 

1,301 

1,027 

1,110 

937 

994 

1,044 

1,091 

3,679 

3,288 

3,848 3,817 
3,908 

4,059 
4,365 4,329 

4,507 4,575 4,580 
4,253 

3,941 

4,409 

4,078 

4,656 

4,900 

4,550 

4,983 

52%
54%

56% 57%

66%

58%
57%

60% 59% 60% 60%
58%

56%
59%

50%

55%

60%
57% 57%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売 上 高 （ 百 万 円 ）  ・ 超 高 速 開 発 比 率

超高速開発売上高

YoY  ４９．４%

QoQ １１．０％

システム開発超高速開発  －  売上高四半期別推移注力事業

「超高速開発比率」は以下の計算式より算出

超高速開発 ÷（超高速開発＋その他開発）

※保守・ライセンス等の開発以外は除外

■ 超高速開発 ■ それ以外の開発
（モダナイゼーション等）

■ 開発以外
（運用・保守、開発
ツールライセンス等）

超高速開発比率（％）
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お客様事例

株式会社サクラクレパス  様

G e n e X u s  を活用した J B  アジャイルで基幹システムを刷新

株 式 会 社 サ ク ラ ク レ パ ス 様 は 、 4 0 年 間 使 用 し て き た 基 幹 シ ス テ ム の 機 能

追 加 に よ る ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 や E C 連 携 の 限 界 、 C O B O L 技 術 者 の 高 齢 化

な ど の 課 題 を 受 け 、 Ｊ Ｂ Ｃ Ｃ 独 自 の ア ジ ャ イ ル 開 発 手 法 に よ る 超 高 速 開 発 で シ

ス テ ム を 刷 新 し ま し た 。 計 画 性 と 柔 軟 性 を 備 え た 開 発 に よ り 、 市 場 に 特 化 し

た 独 自 機 能 を 実 装 。 E C サ イ ト で は 在 庫 を リ ア ル タ イ ム で 管 理 で き る よ う に

な り 、 通 販 事 業 の 売 上 は 2 年 連 続 で 前 年 比 4 0 ％ 増 と な り ま し た 。 情 報 シ ス

テ ム 部 門 も 開 発 に 参 加 し 、 ア ジ ャ イ ル 等 の ノ ウ ハ ウ を 習 得 。 内 製 化 体 制 を

確 立 し 、 グ ル ー プ 企 業 へ の 展 開 も 進 め て い ま す 。

今 後 は 、 デ ー タ 活 用 や 販 売 店 支 援 シ ス テ ム の 開 発 を 通 じ て 、 さ ら な る 効

率 化 と 競 争 力 強 化 を 図 り ま す 。

詳細は弊社HPをご参照ください。https://www.jbcc.co.jp/casestudy/solution/dev/craypas.html

システム開発超高速開発  －  Topics注力事業

（出典：当社Webサイト「導入事例」より一部抜粋）

https://www.jbcc.co.jp/casestudy/solution/dev/craypas.html
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 ク ラ ウ ド 移 行 の 進 展 に よ り 中 長 期 的 に 縮 小 傾 向 に あ り 、 減 収 減 益

 ハ ー ド ウ ェ ア 販 売 が 想 定 を 上 回 っ た こ と で 、 売 上 高 お よ び 売 上 総 利 益 は 期 初 計 画 を 上 回 る

3,277 
2,748 

3,677 
4,205 

2,614 

3,370 
3,769 

3,326 
3,441 

3,221 

2,933 
2,246 

2,751 
2,345 

2,358 

3,699 

3,061 

2,825 2,169 

13,280 

11,825 

12,581 
12,161 

11,440 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

760 
565 

819 953 
545 

696 
751 

728 
668 

670 

668 
581 

590 520 

537 

592 
671 

474 406 

2,718 
2,569 2,612 2,548 

2,380 

22.2%
21.7% 21.9%

21.4% 21.4%

20.5%

21.7%

20.8% 21.0% 20.8%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

(通期予想)

(通期予想)

■ 1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q

ハイライト

売 上 高 （ 百 万 円 ） 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ）

■1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q 売上総利益率  ３Q累計   通期 

(通期予想)

※2026年3月期の通期業績予想値は、2026年1月30日に上方修正開示した値です。

3Q累計期間

1,75４ 百万円

 YoY １８.１%

 進捗率  ７３.７％ 

3Q累計期間

８,１９４百万円

 YoY 1８.０%

 進捗率  ７１.６％ 

システムシステム事業  －  業績概況
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売 上 高 ・ 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ） ■ 売上高 ■ 売上総利益   売上総利益率（％）

3,277 
3,370 

2,933 

3,699 

2,748 

3,769 

2,246 

3,061 

3,677 

3,326 

2,751 2,825 

4,205 

3,441 

2,345 
2,169 

2,614

3,221 

2,358 

760 696 668 592 565 
751 

581 
671 

819 
728 

590 
474 

953 

668 
520 

406 
545

670 537 

23.2%
20.7%

22.8%

16.0%

20.6% 19.9%

25.9%

21.9% 22.3% 21.9% 21.5%

16.8%

22.7%

19.4%
22.2%

18.8%
20.9% 20.8%

22.8%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

システムシステム事業  －  四半期別推移

売上高

YoY  ０.6%

QoQ 26.8％

売上総利益

YoY  ３.２%

QoQ １９.９％
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 3 Q は 販 売 構 成 の 変 化 に よ り 収 益 性 が 改 善 し て 増 収 増 益

 上 期 に お い て プ リ ン タ ー 入 れ 替 え 需 要 の 重 な り に よ り 収 益 性 が 低 下

485 501 450 470 
598 

497 491 501 471 

521 

494 466 536 501 

521 

537 544 484 528 

2,015 2,004 1,973 1,972 

2,160 

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

296 315 321 320 293 

286 321 281 295 276 

300 
322 373 295 306 

322 
334 308 

297 

1,205 
1,294 1,284 

1,209 1,150 

59.7%

65.8% 65.6%
63.1%

53.4%

59.8% 64.6% 65.1%

61.3%

53.3%

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

(通期予想)

(通期予想)

 

■ 1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q

ハイライト

売 上 高 （ 百 万 円 ） 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ）

■1Q ■ 2Q ■ 3Q ■ 4Q 売上総利益率  ３Q累計   通期 

(通期予想)

※2026年3月期の通期業績予想値は、2026年1月30日に上方修正開示した値です。

3Q累計期間

８７６ 百万円

 YoY ３.８%

 進捗率  ７６.２％ 

3Q累計期間

１,６４１百万円

 YoY 1３.７%

 進捗率  ７６.０％ 

製品開発製造製品開発製造事業  －  業績概況
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売 上 高 ・ 売 上 総 利 益 （ 百 万 円 ）

485 497 494

537

501 491
466

544

450

501

536

484
470 471

501
528

598

521 521

296 286
300

322 315 321 322 334
321

281

373

308 320
295 295 297 293

276

306

61.0%

57.5%
60.8% 60.0%

62.8%
65.5%

69.2%

61.4%

71.3%

56.2%

69.6%

63.6%

68.1%

62.7%

58.9%
56.3%

49.1%
53.0%

58.8%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Ｑ 4Q 1Q 2Q 3Q

22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

売上総利益

YoY  ３.7%

QoQ 10.7%

■ 売上高 ■ 売上総利益   売上総利益率（％）

製品開発製造製品開発製造事業  －  四半期別推移

売上高

YoY  3.9%

QoQ 0.1％
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3．中期経営計画
進捗状況

CHALLENGE 2026

２０２6年３月期 第３四半期決算説明資料
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利益率の向上および資産効率を高めることにより、
健全な財務基盤を維持し、長期的な株主還元を実現します。

売上高（※）

795億円以上

営業利益率

11％以上

ROE

20％以上

配当性向

45％以上

機動的な
自己株式取得

 人材戦略の推進

 新たなビジネス領域

 経営基盤の強化・高度化

重点投資領域

株主還元の拡充

持続的な企業価値向上

600

559
581

651

698

760

795

4%
6%

7% 7%

9%

12%
13%

14%

16%

20%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

21.3期 22.3期 23.3期 24.3期 25.3期

実績

26.3期

予想

27.3期

目標

売上高 営業利益率 ROE（億円）

C H A L L E N G E  2 0 2 6

億円以上

中期経営計画  「CHALLENGE 2026」  目標 （ 2 0 2 6 . 0 1 . 3 0 上 方 修 正 ）  

11%以上

CHALLENGE 2026

20%以上

（※） 2026.01.30上方修正前 745億円
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 さらなる成長と高い収益性を実現するため、注力事業の進化・深化により事業構造の変革を更に加速
 成長を支え、環境変化への耐性を備えた経営基盤の強化・高度化
 人材及び新たなビジネス領域の拡大に向けて経営資源を投下

３つの注力事業に洗練・集約
データ＆AIの活用による進化・深化

成長性 収益性

＋
データ＆AI

新たな価値創造

● 売上高に占める
ストックビジネス比率*

● 営業利益率

40% 60%

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

HARMONIZE 2023
（2024年3月期）

7% 11%

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

HARMONIZE 2023
（2024年3月期）

人材および新たなビジネス領域の
拡大に向け経営資源を投下

ガバナンスの強化

DXの加速
リスクマネジメント

体制の高度化

人材・組織の
強化・高度化

４つのマテリアリティに対する活動・実行

高い品質と
技術力の強化

安心/安全な
企業体質の強化

環境に配慮した
社会の実現

社会に貢献する
人材の育成

クラウド セキュリティ 超高速開発

経営基盤の強化・高度化

サステナビリティの取り組み

事業構造の変革を加速

*ストックビジネスには、クラウド、セキュリティ、 運用/保守/監視等サービス、月額型ソフトウェアやその保守サービスを含みます。

中期経営計画 「CHALLENGE 2026」  全体像
2025年5月公表

再掲
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クラウド

19%

セキュリティ

13%

ストックその他

17%

非ストック

（フロー）

52%

2026年3月期
３Q累計実績

4８％

売上高に占めるストックビジネス比率の進捗

クラウド（注力事業）
• マネージドサービス付きクラウドサービス

IaaS、SaaS、PaaS etc.

セキュリティ（注力事業）
• 診断サービス
• マネージドサービス付きセキュリティサービス

クラウドセキュリティ、脅威分析・対応、メール、ゲートウェイ、端末 etc.

ストックその他
• 運用サービス
• 監視サービス

• 保守サービス
• ヘルプデスク

売上高に占めるストックビジネス割合推移

2025年3月期
実績

46％

2026年3月期
予想

53％

2027年3月期
目標

60％

2024年3月期
実績

40％

 注力事業であるクラウド、セキュリティが牽引し、ストックビジネス割合が計画値通りに拡大

CHALLENGE 2026HARMONIZE 2023

2026年3月期
３Q累計実績

4８％
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“顧客起点×AI”による新たな価値創造AIトランスフォーメーションによる生産性向上

仕組
全社プログラム “J-AInnovation” 開始

• 全社員でAIエージェントを内製・利用するイノベーションプログラム

基盤
AIエージェント／データ活用の共通基盤を整備

• マルチLLM/RAG/権限連携の共通基盤を整備

業務

社内AIエージェントを業務別に適用着手

サービス化 責任あるAI運用
• データ保護／情報漏洩対策／利用ガイドライン策定／監査ログ環境の整備

生成AIガバナンス

クラウド／セキュリティの付加価値醸成

サービス
設計

AIモデル開発開始

• データ＆AIサービスモデル／予測モデルの開発
（Osaka Metro全路線の列車混雑をAI予測）

業務アプリケーションにAIを搭載
• 自律型AIエージェントを実装し業務プロセスを自動化

JBアジャイル
×
AI

AI駆動開発の融合

• クラウド ： 環境構築エージェント

： 移行コンサルテーションエージェント

• セキュリティ ： 脅威分析レポーティングエージェント(脱・労働集約)

(ストック化設計)

ショーケース化

• 営業 ： 勝率向上（案件分析／提案生成／次アクション）

• 人事 ： 採用（スクリーニング／面接支援）

• 法務 ： ナレッジ検索（過去契約・見解照会）

• SI ： プロジェクトメンバーのパルスサーベイ型ヘルスチェック

キャパシティ
確保

• AIで超高速開発アセット活用を加速

• 既存アプリの分析・リファクタリング・テスト生成

• AI駆動開発による生産性向上の検証を開始

生成AIによるCHALLENGE ー  生 産 性 向 上  × 新 た な 価 値 創 造  ー

2025年10月公表

再掲
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デ ー タ 基 盤 の 再 構 築動 画 資 産 の ナ レ ッ ジ 化
匠の技

×
AI

プ ロ ジ ェ ク ト 運 営新 リ ー ス 会 計 基 準 へ の 対 応

• 訪問履歴分析
• 競合分析
• 訴求ポイント生成

実装されたAI機能

～  シ ョ ー ケ ー ス 化 を 推 進 、 グ ル ー プ 3 7 部 門 で 6 8 の A I エ ー ジ ェ ン ト を 作 成  ～

プロジェクトメンバーのコンディションスコアを可視化

C R M を再構築し、点在する顧客データを集約・活用提案動画を検索可能にし、勝ちパターンを横展開

膨大な量の過去契約書確認を A Iで実施

コーポレートファンクションで A I 活用が浸透 現場コンディションの見える化で、早期の支援・手当てへ

• 会計基準に即した規定の見直し確認
• 監査対象の増減分析
• 議事録から報告資料を生成

プロジェクト

×
AI

顧客データを一元化し、営業・提案をデータ駆動型へ

<期待・効果>

<期待・効果>

<期待・効果>

組織内でAIエージェントを追加開発中

<期待・効果>

会計
×
AI

顧客データ

×
AI

新人がベテランの知見を即座に活用

マルチモーダルへのチャレンジ

• AIが動画を要約・インデックス化
• 自然言語によるシーン検索

マルチモーダル：
テキスト・画像・音声・動画など複数種類のデータを一度に処理

• プロジェクト管理の高度化
• 社外常駐スタッフの生産性向上

顧客からの引き合い（複数社）

J-AInnovation 全社横断でAXを推進

例： 例：

例： 例：

• マネジメントの質の平準化と高度化

• 現場の心理的安全性の確保

• 離職リスクの低減

• 圧倒的な業務効率化とコスト抑制
３時間/件 → 2分/件

• 専門人材の「知的生産性」を最大化

• オンライン商談増加に伴う動画データ活用

• 言語化が難しい専門スキルの伝承

• 成功パターンの高速展開による底上げ

• データドリブンな事業推進

• AI前提の業務プロセス効率化

• AIエンジニア×業務部門によるAI駆動開発
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成 長 戦 略 領 域

当社グループの強みをより発揮できる領域へと拡大

拡大に伴い、案件特性が変化
案件規模の大型化に伴う複雑化、長期化

AI活用による対応力強化

提 案 フ ェ ー ズ

構 築 ・ 移 行 フ ェ ー ズ

運 用 フ ェ ー ズ

• AWS/Azure/Google等から提供される膨大なメンテナンス

通知を、お客様の対応が必要な情報のみ選抜/配信するAIエー

ジェントで 運用工数 85% 削減

• 診断サービスなどの定期レポートのドラフトを生成AIで作成す

ることで 運用工数 30% 削減

• 移行前環境の膨大なデータを分析し、移行提案をアウトプットす

るAIエージェントで 提案工数 80％ 削減

例： 移行規模150台の通信データ170万レコードの分析・アウ

トプットが28人日を5人日に短縮

• クラウド上のサーバ・DB・ネットワークの設定、テスト自動化の

ためのコードを生成で 作業工数 80％ 削減

例： 構築30人日を5人日に短縮

ITインフラ環境の提案～運用の知見をAIで業務に組み込み、業務
効率化と高付加価値化を推進

当社の成長戦略に貢献  －  AI活用によるケイパビリティ向上

～2023年度 2024年度～

従来領域

クラウド セキュリティ ※月額100万円超の案件を大型案件と定義
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通期計画

7０名

・ダイレクトリクルーティングの推進

・大学・大学院との連携強化

・インターンシッププログラムの改善

・HR tech(AI)の活用促進１３.9倍

人材戦略の進捗

新卒採用（’26.4入社）

1,761名

キャリア採用

上期 ４1名
’24

’25

8,800名

１.3倍

現在 59名

6,552名

リクルーター制度を軸に、JBCCグルー
プの“リアル”を伝える採用手法を構築

リファラル採用の強化や採用エージェントとの
戦略的連携による、新しい採用手法の確立

対象： 部長／本部長クラス

参加者 １６８名 満足度（NSI値） 95.８pts

目的： JBCCリーダーシップモデルの設定と理解・浸透

参加者 １92名 満足度（NSI値） ８４.7pts

人材開発計画の着実な実行と、リーダーシップ強化を目的としたミドルマネジメント層向け研修を実施

目的： 対話品質の向上による、組織パフォーマンスの向上

2025下期～2026

採
用

育
成

処
遇
・制
度

・戦略的なエンジニア育成計画の策定

・次世代リーダー向け(選抜型)研修の実施

・若手・中堅人材向け研修の拡充

・自己開発支援制度の充実

・サーベイ結果に基づくアクションプランの実行

・DE＆I施策の推進(女性リーダー向け研修等)

・各種人事制度・規程の見直し・改善

・労務リスクガバナンスの強化

2025上期

エントリー者数

55.9%女性比率

採用ブランディングの構築と
マルチチャネル化の推進

’24

127名

’25
※採用活動継続中

通期計画

6０名

内訳
エンジニア2２名 営業５名

コーポレートスタッフ１４名

’26.4入社内定者数 エントリー者数 ’25採用内定者数

リーダー研修

コア人材の発掘と育成、
自律的に学習する組織へと進化コーチング研修（J-Coaching)

対象： 部長／本部長／事業部長クラス

会社の持続的な成長を支える
制度設計・環境整備

2025夏賞与ランキング

※ 日本経済新聞社調べ

4位 22社

情報通信業

エンゲージメントサーベイ

エンゲージメントスコア（eNPS）

-44

J-Care 社員旅行制度

※ ’25/7実施結果

※ 数字情報は’25/9末時点

参加者 304名

ハワイ・北海道等で開催

障碍者雇用

2.35%

’25

農園型雇用（J-Farm）を導入

前期比 前期比

前期比
業界平均比

※ 下期も複数開催予定

持続的な企業価値創造の鍵は、”考え、行動し、共有する”人材の採用・育成

+7pts

’24

1.66% +0.69ｐｔｓ

2025年10月公表

再掲
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健全かつ柔軟な財務基盤の構築を通じた企業価値の持続的向上

財務戦略

3つの柱
持続的な資本効率の向上 最適な資本構成の確立 株主還元と成長投資の両立

資本コスト政策
資本コストを上回るリターンを持続的に確保

• 最適な資本構成の維持・管理

• 資本効率と株主還元の最適バランスの追求

• 資本コストを意識した投資判断の徹底

• 企業価値向上を軸とした資本政策・資本配分

の最適化

株主資本政策

• 安定的かつ柔軟な株主還元の実施

• 透明性の高い市場との対話

• 株式希薄化の抑制

• 資本効率の継続的な向上

株主価値・市場評価・資本効率の整合

キャピタルマネジメント
資本の最適配分・運用・還元

• 事業戦略・経営戦略と連動した資本配分

• 成長領域への積極的な投資と資本効率の両立

• 株主還元とのバランスの確保

• 方針の透明性と説明責任の確保

戦

略

・
施

策

ＪＢＣＣグループ財務戦略の基本方針
2025年10月公表

再掲
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中期経営計画 「CHALLENGE 2026」 におけるキャピタルアロケーション

R O E 向 上 を 軸 に 、 「 資 本 効 率 改 善 」  「 資 本 構 成 最 適 化 」  「 株 主 還 元 と 成 長 投 資 の 両 立 」 を 推 進

2026年3月期～2027年3月期までの2年間

営業CF

120億円程度

資産等売却

10億円程度

配当・自己株式取得

85億円程度

成

長

投

資

オーガニック投資

25億円程度

インオーガニック投資

20億円程度

キャピタルマネジメント

ファイナンス キャピタルアロケーション

オーガニック投資
• 人的資本への投資を継続（20億円規模）

• ＩＴ／設備投資

インオーガニック投資
• 新規事業／資本提携 等

株主還元
• 配当性向45%以上

• 機動的な自己株式取得

資産等売却
• 政策保有株式の低減

• 土地資産の売却

“稼ぐ力”

事業構造変革を加速
• お客様視点に立脚した

高付加価値の提供

クラウド／セキュリティ／超高速開発

• ストックビジネス比率向上による

安定的な収益基盤の実現

株

主

還

元

企業価値向上
ROE 20%以上

エクイティスプレッド 10pts以上

2025年10月公表

再掲
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4．株主還元

２０２6年３月期 第３四半期決算説明資料
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14.3 15.3 16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

予想

（円）

1株当たり配当金の推移

■ 期末配当（記念配当含む）

■ 中間配当

５期連続増配を予定

 健全な財務基盤を維持し、長期的な株主還元を実現

 中期経営計画における株主還元目標 配当性向 45％以上

1株当たり配当金は、2025年4月1日に実施した株式分割（1株→4株）後ベースに調整しております。 ※ 2026.01.30 2026年3月期通期業績予想上方修正前の値です。

2025年10月30日

配当予想を上方修正

18円→25円

今期の

配当性向

50%以上

2025年10月公表

再掲

※
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自己株式取得 上限30億円規模
• 当社における過去最大規模の取得価額

• 東京証券取引所における市場買付

• 取得期間は約5ヶ月間を設定

（期間： 2025年10月31日～2026年3月31日）

期末配当を公表値から7円増配
• 1株当たり期末配当 18円→25円、通期配当 35円→42円

• 配当性向 5０％以上

424 424 424 454 536 
764 813 805 

922 
1,133 

1,465 

2,130 

2,662 

509 

875 
999 

999 

3,000 

45.2%

55.5%

71.5%

86.5% 85.6%
77.3%

110%以上

35.9%
45.2% 43.2% 41.7% 41.6% 41.4% 42.2% 46.2% 45.2%

５０％以上

14.3 15.3 16.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3

予想

成長投資 30億円規模を計画
• 人的資本への投資 10億円

• IT／設備投資や

成長企業／新興企業投資を検討 20億円

総還元性向

配当性向

自己株式
取得

配当総額

百万円

百万円

2026年3月期 成長投資と株主還元

※ 2026.01.30 2026年3月期通期業績予想上方修正前の値です。

※

※

2025年10月公表

再掲
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5．ニュースリリース

２０２6年３月期 第３四半期決算説明資料
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ニュースリリース｜1／2

 しげる工業株式会社 様 Microsoft 365、Box で実現するDX 推進事例～社員のやる気“を引き出す、ソリュー
ションの定着支援の方法とは？～ *2025.12.19発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/12/19/140000.html

 ＪＢＣＣ、「マイクロソフト ジャパン パートナー オブ ザ イヤー 2025」を受賞 ＊2025.１１.２５発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/25/150000.html

 ＪＢＣＣ、パロアルトネットワークス社のＪＢＣＣ、パロアルトネットワークス社の Commercial Market 
Acceleration Partner of the Year を 2 年連続受賞 ＊2026.01.2３発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2026/01/23/150000.html

 しげる工業、自動車部品製造のネットワーク基盤をゼロトラストセキュリティに刷新 JBCCのマネージドサービスで強
固なセキュリティ体制を3か月で実現、導入後3年間マルウェア感染被害ゼロ *2025.12.16発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/12/16/110000.html

 光和精鉱の産廃管理システムを、超高速開発を用いてクラウド上に刷新 *202５.11.27発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/27/110000.html

クラウド

セキュリティ

超高速開発

 

クラウド

セキュリティ

https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/12/19/140000.html
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/25/150000.html
https://www.jbcchd.co.jp/news/2026/01/23/150000.html
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/12/16/110000.html
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/12/16/110000.html
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/27/110000.html
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 通期業績予想の上方修正に関するお知らせ ＊202６.０１.３０発表
＊当第３四半期決算発表と同時に開示しました。追ってURLを記載します。

 中期経営計画の上方修正に関するお知らせ ＊2026.01.３０発表
＊当第３四半期決算発表と同時に開示しました。追ってURLを記載します。

 日経BP「IT業界徹底研究 就職ガイド2027年版」にＪＢＣＣグループ が掲載されました ＊2025.１2.11発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/12/11/170000.html

 「日経サステナブル総合調査 スマートワーク経営編」3.5つ星に認定 ＊2025.１１.20発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/20/173000.html

 書籍「こんな会社で働きたい -若手が活躍する働きがいカンパニー編- 」に掲載されました ＊2025.１１.０４発表
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/04/110000.html

人的資本経営

Ｉ Ｒ

Ｉ Ｒ

ニュースリリース｜2／2

人的資本経営

人的資本経営

https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/12/11/170000.html
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/20/173000.html
https://www.jbcchd.co.jp/news/2025/11/04/110000.html
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Appendix

２０２6年３月期 第３四半期決算説明資料
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 平均30%コスト削減を実現するクラウド移行コンサルテーション

 クラウド移行後も継続的に提供するコスト最適化サービス

 監視やバックアップなどの運用をサポートする運用管理サービス

 SaaSの利活用/定着化を実現し、投資対効果を最大化するDXワークショップ

 クラウド移行・コスト最適化で削減したコストは、企業のDXを推進する戦略投資や、セキュリティリスクに対応する守りの投資へ

 クラウド移行600社以上、SaaSサービス提供2,400社以上

運用管理
コスト最適化
セキュリティ

Appendix｜注力事業「クラウド」  - 特長と強み
2025年5月公表
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事
業
方
針

 高い成長が予測されるクラウド市場におけるクラウド・ファースト戦略、増加するマルチクラウド環境、
コスト最適化への期待に応える移行・運用サービスの推進

 クラウド移行の先にあるデータ＆AIを活用した新たな付加価値の創出

事
業
方
針

重点施策 業績評価指標

売上高 CAGR ３６％

180億円72億円

HARMONIZE 2023
（2024年3月期）

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

売上総利益率 ＋1pts/年

 事業拡大

・ マルチクラウド移行・運用サービスの拡大
   - SaaS運用サービス拡大による粗利率改善

・ データ＆AIを活用した新規ビジネスの創出
 - データ＆AI時代を支えるクラウドデータ連携基盤
 （Qanaｔ Universe)の活用・拡大

・ 戦略的メーカー・パートナーシップの推進

・ WEBマーケティング推進による新規顧客開拓

 生産性向上のための自動化、AIの活用

 高度エンジニアの育成とリソースの確保

2024年5月公表

再掲Appendix｜注力事業「クラウド」  - 事業戦略
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 セキュリティリスクを可視化し、全体提案・対応ロードマップ策定

 ゼロトラストセキュリティ、マルチクラウドセキュリティに対応

 サービス利用開始後は、定期的な診断と改善対応で継続的に保護

 インフラベンダーとしての豊富な実績が、セキュリティインシデント発生時の迅速な原因特定からシステム復旧まで対応

 セキュリティサービスの提供実績は1,300社を超え、製造、流通、医療など、幅広い事業領域のお客様に提供

守る対象に応じて選定

マネージドサービス

当社の
セキュリティ
サービス

クラウド
セキュリティ

監査
・診断

脅威検知
・対応

ゲート
ウェイ

エンド
ポイント

メール

Palo Alto / okta / Rapid7
その他セキュリティソリューション

Appendix｜注力事業「セキュリティ」  - 特長と強み
2025年5月公表

再掲
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事
業
方
針

 セキュリティ市場で成長率の高い「クラウドセキュリティ」分野を中心に、マルチクラウド対応の強みを
活かしたストックビジネスを推進

 脅威の未然検知やリスクアセスメントを提供可能な高度セキュリティエンジニアの育成を強化・推進し、
高付加価値サービスを提供

事
業
方
針

重点施策 業績評価指標

 事業拡大

・ 包括的なセキュリティサービスの提供

・ ゼロトラストセキュリティを中心とした
 高付加価値サービスの拡充を継続

・ マルチクラウド環境下における
 メーカー依存からの脱却

・ 販売チャネルの拡大

 生産性向上のための自動化、AIの活用

 高度エンジニアの育成とリソースの確保

売上高 CAGR 30％

120億円55億円

HARMONIZE 2023
（2024年3月期）

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

売上総利益率 ＋1pts/年

2024年5月公表

再掲Appendix｜注力事業「セキュリティ」  - 事業戦略
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超高速開発の開発フロー

5回の
反復開発

※ ローコード開発とは ソースコードを極力書くことなく「グラフィカル・ユーザー・インターフェース/GUI」という視覚的な操作を用いることで、短期間でのシステム開発を実現する手法です。

マイクロアセットサービスを推進

注力業種への

マイクロアセットの適用

学習塾 / 建材業 / 鉄鋼業 /食品業

 デモ環境を整備し、パッケージに勝る提案が可能に

 初期段階で構想策定をすることで新規に開発する機能をスリム化、汎用的な機能はアセットを活用

 アジャイル開発でありながら、要件定義を実施することで基幹システムの全体像を把握

 ローコード開発ツールを利用することで、物理バグのリスクを低減

 実際に動くシステムを確認しながら5回の反復開発、要件の抽出とプロジェクト終盤に発覚する手戻りリスクを最小化

 経営課題を解決するための本質的な要求をあぶり出し、お客様要望を実現（高品質を実現）

※

品質
向上

生産性
向上

蓄積された
アセット

提
案

2025年5月公表

再掲Appendix｜注力事業「超高速開発」  - 特長と強み
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事
業
方
針

 独自のアジャイル型開発とローコード開発を組み合せた「超高速開発」とマイクロアセットサービスの活用で、
・ 高品質・短納期・高付加価値を実現
・ パッケージをベースとしたシステム開発との差別化を推進

事
業
方
針

重点施策 業績評価指標

超高速開発比率 75%

75％60％

HARMONIZE 2023
（2024年3月期）

CHALLENGE 2026
（2027年3月期）

売上総利益率 ＋10pts

 超高速開発の継続的な推進

・ 業務知識の習熟

・ 大型プロジェクト運営の安定化

・ 生産性向上のための自動化、AIの活用

 アセットの拡大とサービス化

・ 注力4業種のマイクロアセットサービス化

・ 戦略的注力業種のターゲティング

・ AI活用による付加価値向上

システム開発に付随する運用保守や調達を除くSI売上高
のうち、超高速開発の売上高が占める割合を示す

（学習塾、建材業、鉄鋼業、食品業）

2024年5月公表

再掲Appendix｜注力事業「超高速開発」  - 事業戦略
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お問い合わせ

ＪＢＣＣホールディングス株式会社 
経営企画 [e-mail : ir@jbcc.co.jp]

• 本資料は、当社の業績及び事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社の株式の購入や売却を勧誘するものではありません。

• 本資料に記載されている将来の動向や業績等に関する見通しは、リスクと不確定な要素を含んだ予測であり、将来の業績を保証するものでは
ありません。実際の業績は、様々な要因により見通しとは異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。

• 本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

資料についてのご注意
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